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（
公
社
）
南
長
野
青
年
会

議
所
・
創
立
五
五
年
・
認

承
四
五
年
の
記
念
事
業
と

し
て
、「
南
長
野
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　〜
未
来
を
照

ら
す
希
望
の
光
〜
」
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

　今
年
で
九
回
目
を
迎
え

る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事

業
と
し
て
、
本
年
は
地
元

高
校
生
（
更
級
農
業
高
等

学
校
、
松
代
高
等
学
校
、

篠
ノ
井
高
等
学
校
、
長
野

南
高
等
学
校
）
が
、
「
戦

国
・
真
田
幸
村
の
世
界
」

と
「
不
思
議
の
国
の
ア
リ

ス
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画

致
し
ま
し
た
。
構
想
か
ら

作
成
ま
で
高
校
生
た
ち
の

柔
軟
な
発
想
力
と
行
動
力

で
、
南
長
野
運
動
公
園
を

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾

り
つ
け
致
し
ま
し
た
。
一

一
月
二
六
日
㈯
の
点
灯
式

に
て
一
斉
に
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
点
灯
し
ま
し

た
。

　オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ

ア
ム
正
面
入
口
の
「
不
思

議
の
国
の
ア
リ
ス
」
の
ト

ラ
ン
プ
兵
、
噴
水
周
り
の

レ
イ
ン
ボ
ー
ト
ン
ネ
ル
、

各
企
業
や
個
人
に
よ
る
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
作
品
、

池
周
辺
の
「
戦
国
・
真
田

幸
村
の
世
界
」
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ど
れ
も

が
綺
麗
に
光
輝
い
て
お
り

ま
す
。

　イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

点
灯
は
一
一
月
二
六
日
㈯

か
ら
一
二
月
二
五
日
㈰
ま

で
点
灯
し
、
南
長
野
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

　が
終
了
致

し
ま
し
た
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
中
間
イ
ベ
ン
ト

担
当  

■ 

　周
年
実
行
委
員
会 

■

　月
　日
㈯
　南
長
野
運
動
公
園

10

12

45

南長野フェスティバル2016 ～未来を照らす希望の光～

創立55年・認承45周年  記念事業

2016年度
スローガン

Vol.3

2016年度 外報紙

2016南長野青年会議所公　　益
社団法人

創立55年・認承45周年

未来を創造する為に礎となる
あ　　 す

未来を創造する為に礎となる
あ　す

11月26日㈯～12月25日㈰　南長野運動公園 担当 ■ 45周年実行委員会 ■

2016

2016

　一
二
月
一
〇
日
㈯
の
一

六
時
よ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
タ
ジ
ア
ム
前
広
場
に
て

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
中
間

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

　今
年
度
は
創
立
五
五
年
・

認
承
四
五
周
年
の
記
念
事

業
と
致
し
ま
し
て
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
中
間

イ
ベ
ン
ト
に
タ
レ
ン
ト
の

も
う
中
学
生
さ
ん
を
お
呼

び
し
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
な

ど
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て

頂
き
ま
し
た
。

　大
変
冷
え
込
ん
だ
日
で

し
た
が
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ

時
に
は
一
〇
〇
名
以
上
の

市
民
の
皆
様
に
お
集
ま
り

頂
き
、
そ
の
後
に
開
催
し

た
記
念
撮
影
会
で
は
、
終

了
予
定
時
間
に
な
っ
て
も

待
ち
の
列
が
途
切
れ
る
こ

と
な
く
、
予
定
終
了
時
間

を
過
ぎ
て
も
も
う
中
学
生

さ
ん
に
お
付
き
合
い
頂
き

ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ

ま
の
笑
顔
が
溢
れ
た
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　青
年
会
議
所
の
事
業
で
タ
レ
ン
ト
を
お
呼
び

す
る
こ
と
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
集
客

力
、
会
場
の
盛
り
上
げ
な
ど
は
さ
す
が
だ
な
と

感
じ
ま
し
た
。

　予
算
の
関
係
上
な
か
な
か
に
タ
レ
ン
ト
を
お

呼
び
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
周
年
の
年

な
ど
節
目
の
年
や
、
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
盛
り
上

げ
役
と
し
て
は
良
い
効
果
が
出
る
と
思
い
ま

す
。　今

年
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
テ
レ
ビ
な
ど

マ
ス
コ
ミ
に
も
沢
山
取
り
上
げ
ら
れ
、
例
年
以

上
に
市
民
の
皆
様
に
足
を
運
ん
で
頂
い
て
お
り

ま
し
た
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
更
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
花
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　も
う
ち
ゅ
う
学
生
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

委
員
長
所
感

北
澤  

雅
博

地元高校生たちの企画・制作

あ
す

あす
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九
月
一
六
日
㈮
に
長
野
商
工

会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
に
お

い
て
会
員
拡
大
委
員
会
主
催

で
、
九
月
例
会
「
経
営
者
！
全

員
集
合
。
決
算
分
析
と
経
営
判

断
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

　
講
師
に
は
当
青
年
会
議
所
の

　当
会
議
所
は
、
九
月
一
六
日
㈮
、
長
野
商
工

会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

「
経
営
者
！
全
員
集
合
。
決
算
分
析
と
経
営
判

断
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
、
会
員
の
資
質
向
上
の

た
め
の
例
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　具
体
的
に
は
、
税
理
士
の
鴇
沢
裕
先
輩
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、「
決
算
書
か
ら
危
険
を

見
抜
く
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　当
会
議
所
は
、
地
域
の
発
展
の
た
め
の
公
益

的
事
業
の
み
な
ら
ず
、
会
員
の
資
質
向
上
の
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
等
も
適
宜
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
例
会
は
、
会
員
が
簿
記
会
計
の
基

礎
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
開
催
さ
れ
た
例
会

で
す
が
、
非
常
に
勉
強
に
な
り
、
有
意
義
な
例

会
で
し
た
。

　ま
た
、
今
回
は
、
一
般
の
方
に
も
ご
参
加
い

た
だ
き
、
当
会
議
所
の
活
動
の
一
環
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
し
た
。
自
ら
の
資
質
向
上
を
望
む
方

は
、
是
非
と
も
当
会
議
所
に
入
会
し
て
い
た
だ

き
、
公
益
的
な
活
動
を
行
い
つ
つ
、
共
に
切
磋

琢
磨
し
ま
し
ょ
う
！

　あ
わ
せ
て
、関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
候
補
者
情
報
を
当
会
議
所
へ
ど
し
ど

し
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

委
員
長
所
感

福
本  

昌
教

　
一
〇
月
二
六
日
㈬
に
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
長
野
・
グ
リ
ー
ン
パ
レ

ス
４
Ｆ
に
て
青
少
年
委
員
会
主

催
で
、
一
〇
月
例
会
「
【
そ
う

ぞ
う
】
し
よ
う
夢
の
カ
タ
チ

を
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド

ス
イ
ミ
ン
グ
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
箱

山
愛
香
様
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会
Ｕ
ー
　
女
子
日
本
選
抜
監
督

の
西
村
陽
介
様
を
パ
ネ
リ
ス
ト

に
迎
え
、
夢
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施

致
し
ま
し
た
。

【
そ
う
ぞ
う
】し
よ
う

　
　
　

   

夢
の
カ
タ
チ
を

月
例
会

10

企
画
担
当  

■ 

青
少
年
委
員
会 

■

月
　
日
㈬
　
　
　
　
　
　
　
　
　

26

10

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

未来を創造する為に礎となる
あ　す

経
営
者
！
全
員
集
合
。

決
算
分
析
と
経
営
判
断
セ
ミ
ナ
ー

月
例
会

9

長
野
商
工
会
議
所

篠
ノ
井
支
所
二
階

９
月
　
日
㈮
　
　
　
　
　
　
　
　

16

企
画
担
当  

■ 

会
員
拡
大
委
員
会 

■

先
輩
で
も
あ
る
鴇
沢
裕
税
理
士

を
迎
え
、
会
計
の
基
礎
を
ご
教

示
頂
き
ま
し
た
。
会
員
候
補
者

の
方
々
も
セ
ミ
ナ
ー
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
と
同
時
に
当

青
年
会
議
所
の
雰
囲
気
も
感
じ

取
っ
て
頂
け
た
例
会
に
な
り
ま

し
た
。

13

　一
〇
月
二
六
日
に
子
ど
も
達
に
「
夢
」
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
う
「【
そ
う
ぞ
う
】
し
よ
う

　夢
の
カ
タ
チ
を
」
を
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五

輪
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
た
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ

ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
日
本
代
表
の
箱
山
愛
香
選
手

と
、
サ
ッ
カ
ー
女
子
Ｕ
ー
　日
本
代
表
監
督
を

務
め
て
お
ら
れ
る
西
村
陽
介
監
督
を
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
お
迎
え
し
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　選
手
と
し
て
日
本
代
表
ま
で
上
り
詰
め
た
箱

山
選
手
と
監
督
と
し
て
日
本
代
表
選
手
を
指
導

す
る
西
村
監
督
の
お
二
人
に
は
違
う
立
場
か

ら
、
違
っ
た
視
点
か
ら
今
ま
で
の
経
験
を
も
と

に
、子
ど
も
達
に「
夢
」を
持
つ
事
の
大
切
さ
や
、

「
夢
」
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
事
の
大
切
さ
を

熱
く
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
自
身
の
子
ど
も
の

頃
を
思
い
出
し
て
の
お
話
や
、
今
感
じ
て
い
る

事
や
経
験
し
て
い
る
事
を
子
ど
も
達
に
分
か
り

や
す
く
伝
え
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
質
問
の
時

間
に
は
参
加
者
か
ら
真
剣
な
質
問
が
沢
山
あ

り
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
ま
た
、
親
御
さ
ん

に
と
っ
て
も
興
味
深
く
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
例
会
に
参
加
し
て
く

れ
た
子
ど
も
達
は
き
っ
と
「
夢
」
に
向
か
っ
て

努
力
し
、「
夢
」
を
つ
か
み
取
っ
て
く
れ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
委
員
長
所
感
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

委
員
長
所
感

久
保  

廣
範

13

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
夢

や
目
標
を
叶
え
て
も
次
の
夢
や

目
標
を
持
ち
続
け
る
こ
と
の
大

切
さ
、
や
り
続
け
る
こ
と
の
大

切
さ
、
目
先
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
長

い
目
で
み
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
必
要

性
等
、
子
供
達
だ
け
で
な
く
大

人
に
と
っ
て
も
と
て
も
示
唆
に

富
ん
だ
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
箱
山
様
、

西
村
様
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

パネリスト

西村陽介 氏

箱山愛香 氏
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　一
一
月
二
六
日
㈯
に
南
長
野

運
動
公
園
に
て
社
会
開
発
委
員

会
主
催
で
、
一
一
月
例
会
「
南

長
野
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　点

灯
式
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

初
冬
の
清
々
し
い
気
候
の
中
、

一
般
ご
家
族
参
加
の
キ
ャ
ン
ド

ル
ホ
ル
ダ
ー
の
作
製
を
行
い
、

作
製
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル

ダ
ー
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ハ

ウ
ス
に
飾
り
つ
け
を
行
い
ま
し

た
。　ま

た
、
参
加
者
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
バ
ル
ー
ン
の
配
布

も
行
い
ま
し
た
。

　イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
前

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
更
級
農

業
高
等
学
校
吹
奏
楽
・
合
唱
部

に
よ
る
演
奏
、
篠
ノ
井
高
等
学

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
を
行
い
点

灯
前
の
演
出
と
し
て
盛
り
上
げ

て
頂
き
ま
し
た
。

　
一
一
月
例
会
と
し
ま
し
て
、
本
年
で
九
回
目

を
迎
え
ま
す
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
南
長

野
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
点
灯
式
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　
一
般
の
方
に
も
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え 

、
キ
ャ
ン
ド
ル

ホ
ル
ダ
ー
の
作
成
と
飾
り
つ
け
、
ま
た
共
に
夜

空
を
彩
っ
て
も
ら
お
う
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

バ
ル
ー
ン
と
し
ま
し
て
光
る
風
船
の
配
布
を
行

い
、
多
く
の
方
に
御
参
加
い
た
だ
け
た
こ
と

で
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
更
な
る
彩
り

を
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
点
灯
式
と
い
た
し
ま
し
て
本
年
は
高
校
の
吹

奏
楽
部
、
合
唱
部
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
冬
の
屋
外
と
い
う
演
奏
に
向
か
な
い
環
境

下
で
し
た
が
生
徒
た
ち
の
一
生
懸
命
な
、
そ
し

て
素
晴
ら
し
い
演
奏
は
、
そ
れ
を
聴
い
た
一
般

の
方
々
に
感
動
を
も
た
ら
し
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
点
灯
の
瞬
間
の
大
歓
声
が
湧
き
あ

が
っ
た
時
に
は
、
昨
年
ま
で
一
メ
ン
バ
ー
と
し

て
参
加
し
て
い
た
時
と
は
異
な
る
、
今
ま
で
の

苦
労
や
疲
れ
が
消
え
て
ゆ
く
様
な
感
覚
を
覚
え

て
お
り
ま
す
。

　
本
事
業
開
催
に
あ
た
り
協
力
を
い
た
だ
い
た

委
員
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
全
メ
ン

バ
ー
、
参
加
・
協
力
を
し
て
頂
い
た
各
団
体
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

委
員
長
所
感

荒
井  

　聡

　一
八
時
に
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
を
行
い
、
一
斉
に
点
灯
し
、

見
に
来
ら
れ
た
方
の
大
き
な
歓

声
が
起
き
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら

約
一
か
月
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
点
灯
が
開
始
い
た
し
ま
す
。

　一
二
月
一
六
日
㈮
に
サ
ト
ウ

会
館
に
て
総
務
渉
外
委
員
会
主

催
で
、
一
二
月
例
会
「
第
五
五

期
生
卒
業
式
」
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

　本
年
度
は
、
田
村
嘉
邦
君

（
在
籍
一
三
年
）
、
小
嶋
浩
明

君
（
在
籍
一
三
年
）
、
宮
尾
一

暁
君
（
在
籍
一
一
年
）
、
安
部

信
也
君
（
在
籍
一
一
年
）
、
水

口
英
徹
君
（
在
籍
九
年
）
、
松

本
章
君
（
在
籍
九
年
）
、
山
岸

正
道
君
（
在
籍
八
年
）
、
中
島

功
雄
君
（
在
籍
五
年
）
東
方
竜

也
君
（
在
籍
五
年
）
、
福
本
昌

月
　日
㈮
　サ
ト
ウ
会
館

16

12

第

　期
生
卒
業
式

企
画
担
当  

■ 

総
務
渉
外
委
員
会 

■

教
（
在
籍
二
年
）
一
〇
名
の
卒

業
で
、
例
年
通
り
卒
業
生
の
セ

レ
モ
ニ
ー
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。　続

い
て
、
理
事
長
挨
拶
、
卒

業
生
の
記
録
映
像
、
卒
業
証

書
、
記
念
品
贈
呈
と
続
き
、
歓

談
時
の
余
興
で
は
「
ガ
リ
ガ
リ

君
」
の
早
食
い
競
争
を
行
っ
た

り
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　最
後
は
花
束
贈
呈
と
卒
業
生

の
感
動
的
な
卒
業
ス
ピ
ー
チ
で

涙
、
涙
で
第
五
五
期
卒
業
式
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

南
長
野
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　点
灯
式

月
例
会

12

月
例
会

11

企
画
担
当  

■ 

社
会
開
発
委
員
会 

■

2016

月
　日
㈯
　南
長
野
運
動
公
園

11

26

2016

55

未来を創造する為に礎となる
あ　す

　
第
三
回
通
常
総
会
に
引
き
続
き
、
第
五
五
期

生
の
卒
業
式
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
度
の
卒
業

生
は
一
〇
名
と
近
年
の
中
で
は
最
も
多
い
こ
と

も
あ
り
、
例
年
よ
り
卒
業
式
の
時
間
を
一
時
間

多
く
設
定
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
活
動
記
録
上

映
で
は
卒
業
生
の
Ｊ
Ｃ
活
動
を
振
り
返
る
こ
と

に
よ
り
入
会
歴
の
浅
い
メ
ン
バ
ー
や
準
会
員
の

メ
ン
バ
ー
に
も
卒
業
生
が
行
っ
た
様
々
な
事
業

活
動
や
卒
業
生
の
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
知
っ
て
頂
く

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
生

の
熱
い
念
い
が
こ
も
っ
た
卒
業
ス
ピ
ー
チ
は
残

る
メ
ン
バ
ー
の
心
に
し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
今
後

の
Ｊ
Ｃ
活
動
を
行
う
う
え
で
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル

と
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
宮
﨑
専
務
理
事
、
曽

根
川
委
員
長
そ
し
て
委
員
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、

総
会
と
例
会
が
続
い
て
大
変
で
し
た
が
事
前
準

備
か
ら
当
日
の
設
営
、
運
営
ま
で
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
多
く
の
メ
ン

バ
ー
に
出
席
し
て
頂
き
卒
業
式
を
盛
大
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

御
礼
申
し
上
げ
、
副
委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

副
委
員
長
所
感

山
岸  

陸
弘

第55期生メンバー
ご卒業おめでとう
ございます。

中島  功雄  君東方  竜也  君

水口  英徹  君松本  　章  君山岸  正道  君

小嶋  浩明  君宮尾  一暁  君安部  信也  君

田村  嘉邦  君

福本  昌教  君



　
本
年
は
『
未
来（
明
日
）を
創
造
す
る
為
に
礎
と
な

る
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ま
し
た
。
地
域
を
創
る

の
は
私
達
の
世
代
だ
。
し
か
し
、
何
時
ま
で
も
年
を

取
ら
な
い
訳
で
は
無
い
。
先
輩
方
が
築
い
て
き
た
歴

史
、
町
を
更
に
下
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
為
に
私
た
ち
は
活
動
し
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
る
な
と
の
思
い
で
掲
げ
ま
し
た
。

　
二
〇
一
六
年
度
は
創
立
五
五
年
・
認
承
四
五
周
年
と
節
目
の
年
で
し
た
。

六
月
二
六
日
に
行
い
ま
し
た
記
念
式
典
及
び
記
念
祝
賀
会
に
於
い
て
は
約

三
〇
〇
名
も
の
ご
来
賓
、
シ
ニ
ア
会
の
先
輩
、
県
内
各
地
の
現
役
会
員
の

皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
五
年
後
に
迎
え
ま
す
創

立
六
〇
周
年
認
承
五
〇
周
年
の
大
き
な
節
目
の
年
に
向
け
二
〇
一
一
年
に

掲
げ
ま
し
た
南
長
野
四
〇
周
年
宣
言
の
中
間
検
証
を
行
い
今
一
度
メ
ン
バ
ー

一
同
心
を
一
つ
に
し
て
皆
様
の
前
で
誓
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
月
の
第
一
回
通
常
総
会
及
び
新
年
祝
賀
会
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
二
〇

一
六
年
度
で
し
た
が
　
第
四
四
代
米
山
理
事
長
よ
り
受
け
継
い
だ
理
事
長

職
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
、
又
プ
レ
ジ

デ
ン
シ
ャ
ル
リ
ー
ス
の
重
さ
に
耐
え
な
が
ら
無
事
完
走
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
一
二
月
に
開
催
し
ま
し
た
第
三
回
通
常
総
会
で
は
二
〇
一
七
年
度

関
理
事
長
に
リ
ー
ス
と
バ
ッ
ジ
を
引
き
継
ぎ
若
干
で
は
有
り
ま
す
が
安
堵

し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
六
年
度
も
各
事
業
は
担
当
委
員
長
よ
り
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
事
業
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
何
時
ま
で
た
っ
て
も
参
加
者
を
集
め
る
の
が
苦
手
な
青
年
会

議
所
で
す
。
告
知
、
事
業
内
容
等
精
査
し
も
っ
と
魅
力
の
あ
る
会
議
所
、

事
業
を
行
っ
て
い
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
二
〇
一
六
年
度（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所
を
支

援
し
て
い
た
だ
い
た
先
輩
、
関
係
各
位
並
び
に
、
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ

り
苦
労
を
か
け
た
全
会
員
に
感
謝
し
二
〇
一
六
年
度
理
事
長
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
〇
一
六
年
度
御
礼

理
事
長
　
宮
尾  

一
暁

理事長  宮尾一暁

2016年度  外報紙かがり火  Vol.3
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一
〇
月
二
一
日
㈮
〜
二
三
日
㈰
の
日

程
で
、
訪
韓
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
到
着
後
に
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
　
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ

　
西
大
邱
　
公
式
Ｌ
Ｏ
Ｍ
訪
問
を
行
い

ま
し
た
。
六
月
に
訪
日
し
て
く
れ
た
御

礼
と
、
お
互
い
の
近
況
報
告
を
行
い
、

訪
韓
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
に
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
　
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ

Ａ
　
全
国
大
会
の
開
催
地
で
あ
る
晋
州

市
に
行
き
　JC

I K
O

R
E

A N
ational 

Convention

に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
二
月
一
六
日
㈮
に
、
サ
ト
ウ
会
館
に
て

（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所
二
〇
一
六
年
度

第
三
回
通
常
総
会
を
開
催
致
し
ま
い
た
。

　
今
総
会
で
は
、
二
〇
一
七
年
度
に
関
す
る

三
議
案
が
全
会
一
致
に
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
役
員
バ
ッ
ジ
、
プ
レ
ジ
デ
ン

シ
ャ
ル
リ
ー
ス
も
継
承
さ
れ
次
年
度
へ
向
け

て
の
準
備
が
整
い
ま
し
た
。
本
年
一
月
に
出

航
し
ま
し
た
宮
尾
丸
も
そ
ろ
そ
ろ
帰
航
と
な

り
ま
す
が
、
二
〇
一
七
年
度
も
引
き
続
き

（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所
を
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

第
三
回
通
常
総
会

月
　日
㈮
　サ
ト
ウ
会
館

16
12担

当  

■ 

総
務
渉
外
委
員
会 

■

　
本
年
は
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
解
散
や
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
初
導
入
な
ど
衝

撃
的
な
出
来
事
が
多
か
っ
た
一
年
で
し
た
。
他
方
で
、
金
メ
ダ
ル

ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
い
た
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
イ
チ
ロ
ー
が
メ

ジ
ャ
ー
通
算
三
〇
〇
〇
本
安
打
達
成
な
ど
明
る
く
元
気
を
も
ら
え

る
ニ
ュ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
地
元
松
代
で
は
大
河
ド

ラ
マ
「
真
田
丸
」
で
観
光
客
が
多
く
賑
わ
い
ま
し
た
。
世
相
を
表

す
漢
字
は
「
金
」
で
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
一
六
年
度
は
創
立
五
五
年
・
認
承
四
五
周
年
の
記
念
式
典

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
て
頂
い
た
皆
様
に
日
ご
ろ

の
感
謝
の
想
い
を
伝
え
、
南
長
野
青
年
会
議
所
の
歴
史
や
今
後
の

活
動
方
針
を
広
く
認
知
し
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　「
未
来
を
創
造
す
る
為
に
礎
と
な
る
」
宮
尾
理
事
長
に
よ
る
本

年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
念
い
を
共

有
し
活
動
す
る
中
で
、
未
来
の
南
長
野
の
創
造
に
繋
が
る
活
動
が

出
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
二
〇
一
七
年
度
は
認
承
五
〇
周
年
に
向
け
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト

で
す
。
先
輩
諸
兄
、
関
係
各
位
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
、
引
き

続
き
「
か
が
り
火
」
の
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
務
渉
外
委
員
会
　
か
が
り
火
編
集
長
　
北
村  

　
稔

編
集
後
記

　
今
回
、
私
は
Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
と
し
て

初
め
て
の
訪
韓
で
し
た
が
、
西
大
邱
Ｊ

Ｃ
メ
ン
バ
ー
の
熱
烈
歓
迎
に
よ
り
、
と

て
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
は
西
大
邱
Ｊ
Ｃ
と
姉
妹
締
結

し
て
い
る JCI Cam

bodia Chaktom
uk

の
会
長
と
専
務
理
事
、JCI Vietnam

 
South 

Saigon

の
会
長
も
訪
韓
し
て

お
り
、
四
カ
国
に
よ
る
国
際
交
流
が
で

き
ま
し
た
。
六
月
に
訪
日
し
て
く
れ
た

西
大
邱
メ
ン
バ
ー
と
の
再
開
を
喜
び
、

勢
い
余
っ
て
飲
み
過
ぎ
た
感
も
あ
り
ま

し
た
が
、
両
Ｊ
Ｃ
の
絆
と
メ
ン
バ
ー
同

士
の
友
情
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年
以
降
も

こ
の
交
流
は
続
く
の
で
、
是
非
多
く
の

メ
ン
バ
ー
に
訪
韓
し
て
も
ら
い
、
実
際

に
見
て
聞
い
て
感
じ
て
、
ま
ず
は
個
対

個
の
国
際
交
流
を
始
め
て
、「
世
界
と

の
友
情
」
を
育
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
が
、
世
界
平
和
へ
と
繋
が
る
一
助

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
来

年
、
担
当
副
理
事
長
と
し
て
訪
韓
し
ま

す
が
、
今
年
同
様
、
全
力
で
西
大
邱
メ

ン
バ
ー
と
交
流
を
し
盛
り
上
げ
ま
す
の

で
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
で
訪
韓
し
ま

し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
全
国
大
会
や
次
年
度
と
諸

会
議
で
忙
し
い
一
〇
月
に
訪
韓
し
て
頂

い
た
、
宮
尾
理
事
長
を
は
じ
め
と
し
ま

す
メ
ン
バ
ー
、
留
守
中
に
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
飾
り
付
け
を
行
っ
て
く
れ
た

メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
感
謝
を
し
、
委
員

長
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

委
員
長
所
感

曽
根
川  

宏
一

未来を創造する為に礎となる
あ　す

あ
す

あ
す

訪
韓
事
業

担
当  

■ 
総
務
渉
外
委
員
会 

■

2016 月
　日
㈮
〜
　日
㈰
　
　
　
　
　

23

21

10

大
韓
民
国

西
大
邱

2017年度理事メンバー

全国大会 in 広島

　
一
〇
月
七
日
㈮
か
ら
一
〇

日
㈪
ま
で
の
行
程
で
広
島
の

地
に
て
全
国
大
会
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
総
会
か
ら
の
大

懇
親
会
と
い
う
事
で
し
た
が

初
め
て
大
懇
親
会
に
参
加
し

ま
し
た
が
、
総
合
体
育
館
は

異
様
な
盛
り
上
が
り
で
大
変

楽
し
め
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
あ
い
に
く
の

雨
模
様
と
な
り
ま
し
た
が
式

典
を
執
り
行
い
二
〇
一
六
年

度
卒
業
生
が
無
事
日
本
青
年

会
議
所
で
の
卒
業
と
な
り
ま

し
た
。

　
三
日
目
か
ら
四
日
目
は
、

広
島
観
光
と
神
戸
の
街
を
観

光
し
て
帰
路
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
、
そ
し
て
野
球
で
は
カ
ー

プ
が
大
活
躍
し
て
い
て
町
全

体
に
熱
気
が
あ
る
印
象
を
受

け
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
参

加
さ
れ
た
卒
業
生
の
笑
顔
は

い
つ
も
以
上
に
晴
れ
や
か
で

し
た
。専

務
理
事
　
宮
﨑 

弘
章


